
アジアにおける野菜育種素材の活用・導入支援事業
【令和４年度予算概算決定額 15（15）百万円】

＜対策のポイント＞
世界蔬菜センター（WorldVeg）とアジア諸国の研究機関が共同で行う、同センターが保有する野菜の品種・系統の評価・活用及び途上国における種子の

生産技術の向上に関する取組を支援することにより、アジア途上国の農業所得の向上を図るとともに、我が国種苗産業の国際競争力を高めます。

＜事業目標＞
○ 耐病性等の特性を持つ育種素材20系統以上が新品種開発に活用 [令和５年度まで]
○ 我が国の種苗産業の国際競争力を高め、アジア諸国における事業展開を支援 [令和５年度まで]

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
アジアにおける野菜育種素材の活用・導入支援事業

アジア地域では、食の多様化や深刻化する気候変動に対応した、生産性の高い
野菜品種の開発・導入の必要性が高まっています。一方、我が国種苗産業の国際
競争力を高めるには、有望な市場であるアジア地域をターゲットとした品種開発・海
外展開が重要であり、有望な育種素材をいち早く取得し育種に活用する官民一体
の取組が必要です。

このため、世界蔬菜センター（WorldVeg）が各国研究機関と連携し、保有する
野菜品種・系統の拡充や、アジア諸国のニーズに合う品種を評価・選択することにより、
優良な野菜品種・系統のアジア諸国への導入や、我が国種苗会社における育種素
材としての活用を支援します。あわせて、新型コロナウイルス感染症の蔓延を踏まえ、
人の移動が困難な非常時においても、現地で適切な種子の生産・検査を継続し、
種子の安定供給につながるよう、途上国における種子の生産技術の向上や、アジア
途上国の農業所得の向上を図ります。

＜事業の流れ＞

［お問い合わせ先］ 輸出・国際局国際地域課（03-3502-5913）
知的財産課（03-6738-6444）
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